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は､｢反｣刑止 状態Bと逆変換B-1の組 (a,B~1)と､し時間反転 ∫により同型であるから､両
者は等しいKSエントロピーを持つ30).他方(a,Bt)のKSエントロピーは(a,B)のそれの
tt倍であるから30)､結局(a,B)と(a,B)のKSエントロピーは一致するのである.
§6.結語
多重バイこね変換において､特異測度を用いることにより空間的に-様な非平衡定常状態
を厳密に構成した｡各セルの右半分と左半分の重み (それぞれ1-α､α)が異なるか等しい
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かに応じて､それぞれ指数的なセル座標依存性を持つ分布あるいは線形なセル座標依存性を
持つ分布が定常分布として得られた｡この状態は､右から左への遷移確率がαである酔歩の定
常状態と正確に対応 している｡同様のふるまいは武末33)によるセル ･オートマトンにおける
熱伝導においても兄い出されいる｡この場合､指数型定常分布と線形定常分布がオートマトン
のルールに応 じて得られている｡
4節で見たように不均一な定常状態を構成する際にフラクタルな特異関数が重要な役割を
担っている｡これは次のように理解できる｡一つのセルに注目すると変換によって縮む方向に
圧縮された両隣のセルの一部が流入するので､すべてのセル内の分布が同一でないかぎり､分
布は縮む方向に細かく変動するようになる｡ つまり､均一なセル上分布を持たない非平衡定常
状態では必ずセル内分布は特異的になるのである｡さらに今考えている写像は一様Lebes即e
測度に関してエルゴード的であり8)､Lebesgle測度について絶対連続な測度から出発する限
りLebesgtLe測度に漸近する｡よって一棟Lebesgue租甘皮で表わせない定常状態に対応する測
度は特異測度でなければならない｡これらの考察から､一般にもカオス的保存系における非平
衡状態の記述に特異関数が重要な役割を演じていると期待きれる｡
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